
令和 6 年能登半島地震  

石川県両師会 災害対策本部の活動経緯（令和 6 年 1 月） 

 

1 月 1 日（16：10）能登半島沖を震源とする最大震度 7 の大地震が発生。 

 

 

 

 

 

 

1 月 3 日 第 1 回災害対策委員会の開催（両会合わせ 10 名出席）。 

両師会災害対策本部が設置。 

【本部長】常盤 和成会長（鍼灸マ会）【副本部長】定池 寿 会長（鍼灸師会） 

【事務局長】田中 良和（鍼灸マ会）【副事務局長】中村 智彦（鍼灸師会） 

【事務局員】上野 誠一郎・松田 朗（鍼灸師会） 

長 連隆・太田 信幸・安井 章貴（鍼灸マ会） 

 

1 月 4 日 県医療対策課に連絡し今後の連携を密にする。 

 

1 月 5 日 DSAM（全鍼師会・日鍼師会）と連絡を密にしながら協力関係を要請。 

 

1 月 6 日 DMAT 本部（県庁 11 階）に常盤本部長に挨拶に訪問。 

 

1 月 7 日 常盤本部長、定池副本部長が DMAT 本部を訪問し、DMAT 近藤医師、石川県

DMAT 森川本部長に挨拶。 

 

1 月 8 日 具体的支援内容協議のため田中事務局長と中村副事務局長、DSAM（災害支援鍼

灸マッサージ師合同委員会）から派遣の 3 名、常盤本部長と本部を訪問。 

①DMAT 本部、医療対策課より DMAT 本部の支援者支援施術を要望 

②DSAM（鍼灸マッサージ師）が DMAT 本部でロジ（島）をつくることを要望

され、今後の活動に関する情報収集、調整。 

④1.5 次避難所（いしかわ総合スポーツセンター、以下、スポセン）での被災者

支援を打診（DSAM が中心となり活動）。 

第 2 回災害対策委員会開催（両会合わせ 8 名出席） 

 

1 月 9 日 県庁・鍼灸マッサージケアルーム（支援者支援）活動開始。 

     受療者 12 名・施術者 5 名（DSAM 3 名）。 

県より正式に協定に則り、「令和 6 年能登半島地震にかかる救護活動員の派遣要



請について（要請）」が発出。 

能登半島地震にかかる石川県医師会等対策会議（WEB）（以下、医師会対策会議）

に出席（田中）。 

                       

 

  

 

 

 

1 月 10 日 県庁・鍼灸マッサージケアルーム（支援者支援）。 

     受療者 20 名・施術者 4 名（DSAM 4 名）。 

 

1 月 11 日 県庁・鍼灸マッサージケアルーム（支援者支援）。 

     受療者 17 名・施術者 4 名（DSAM 2 名）。 

 

1 月 12 日 県庁・鍼灸マッサージケアルーム（支援者支援）。 

     受療者 12 名・施術者 5 名（DSAM 2 名）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 月 13 日 定池副本部長、志賀町 山崎会員、是元 DSAM 委員長で志賀町健康福祉課へ聞

き取り調査のため現地入り。 

      県庁・鍼灸マッサージケアルーム（支援者支援）。 

      受療者 16 名・施術者 5 名（DSAM 3 名）。 

 

1 月 14 日 スポセン 1.5 次避難所での被災者支援活動開始（DSAM 主管・毎週日曜）。 

受療者 24 名・施術者 8 名（石川県師会より数名手伝い）。 

県庁・鍼灸マッサージケアルーム（支援者支援）。 

受療者 18 名・施術者 5 名（DSAM 4 名）。 

 

 

 

 



1 月 15 日 県庁・鍼灸マッサージケアルーム（支援者支援）。 

受療者 14 名・施術者 5 名（DSAM 1 名）。 

医師会対策会議に出席（定池）。 

 

1 月 16 日 県庁・鍼灸マッサージケアルーム（支援者支援）。 

受療者 22 名・施術者 5 名（DSAM 1 名）。 

鍼灸柔整新聞の電話取材を受ける（田中）。 

 

1 月 17 日 県庁・鍼灸マッサージケアルーム（支援者支援）。 

受療者 18 名・施術者 5 名。 

※県庁ケアルーム活動は 19 日以降の活動は 20 日まで毎日実施、その後は月・

水・金の週三回実施で決定。 

 

1 月 18 日 県庁・鍼灸マッサージケアルーム（支援者支援）。 

受療者 17 名・施術者 5 名。 

 

1 月 19 日 県庁・鍼灸マッサージケアルーム（支援者支援）。 

受療者 14 名・施術者 6 名。 

医師会対策会議に出席（常盤）。 

 

1 月 20 日 県庁・鍼灸マッサージケアルーム（支援者支援）。 

受療者 16 名・施術者 5 名。 

 

1 月 21 日 スポセン 1.5 次避難所での被災者支援活動第 2 回（DSAM 主管・毎週日曜）。 

受療者 23 名。DSAM が DMAT の要請を受け珠洲市役所の支援者支援開始。 

 

1 月 22 日 県庁・鍼灸マッサージケアルーム（支援者支援）。 

受療者 16 名・施術者 6 名。 

 

1 月 23 日 第 3 回 JLCDAM（災害支援鍼灸マッサージ連絡協議会）に出席（常盤、定池、

田中）参加。 

 

1 月 24 日 県庁・鍼灸マッサージケアルーム（支援者支援）。 

受療者 6 名・施術者 5 名。 

 

1 月 25 日 第 3 回災害対策委員会開催（両会合わせ 10 名出席）。 

 

1 月 26 日 県庁・鍼灸マッサージケアルーム（支援者支援）。 



受療者 15 名・施術者 7 名。 

 

1 月 28 日 スポセン 1.5 次避難所での被災者支援活動第 2 回（DSAM 主管・毎週日曜）。 

受療者 23 名。 

 

１月 29 日 県庁・鍼灸マッサージケアルーム（支援者支援）。 

受療者 7 名・施術者 5 名。 

 

1 月 31 日 県庁・鍼灸マッサージケアルーム（支援者支援）。 

受療者 7 名・施術者 6 名。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


